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今
回
の
定
例
会
で
は
、
正
副
議
長
選

挙
の
ほ
か
、
常
任
委
員
会
委
員
、
議
会

運
営
委
員
会
委
員
、
広
聴
広
報
委
員
会

委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
（
詳
細
は
14
・
15
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
退
職
に
伴
い
、

後
任
委
員
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
議

案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
村
上
浩
議

員
（
公
明
党
・
3
期
）
の
選
任
に
同
意

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農
業
委
員
会
委

員
が
7
月
19
日
に
任
期
満
了
に
な
る
こ

と
に
伴
い
、
荒
川
広
議
員
（
日
本
共
産

党
・
8
期
）、
杉
田
忠
彦
議
員
（
至
誠

ク
ラ
ブ
・
2
期
）、
越
阪
部
征
衛
議
員

（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
・
4
期
）

を
推
薦
し
ま
し
た
。

平成26年 第2回（6月）定例会

　平成26年第2回（6月）定例会は、6月6日から27日
までの22日間の会期で開催しました。
　本会議初日、議長選挙が行われ、投票の結果、久保
田茂男議員（自由民主党・無所属の会：4期）が当選し、
第59代議長に就任しました。続いて行われた副議長
選挙では、浅野美恵子議員（至誠クラブ：3期）が当選
し、第60代副議長に就任しました。
　なお、本会議最終日前日、久保田議長から議長職の
辞職願の提出があり、最終日に議長選挙が行われま
した。投票の結果、浅野美恵子議員（至誠クラブ：3期）
が当選し、第60代議長に就任しました。続いて行わ
れた副議長選挙では、中毅志議員（自由民主党・無所
属の会：3期）が第61代副議長に当選しました。

議会の新役員構成を
決定しました

　

久
保
田
茂
男
議
員
が
、

去
る
6
月
28
日
急
逝
さ
れ

ま
し
た
。

　

久
保
田
議
員
は
、
平
成

11
年
4
月
に
初
当
選
以
来
、

4
期
15
年
に
わ
た
り
議
員

活
動
に
精
励
さ
れ
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
議
会
運

営
委
員
会
委
員
長
な
ど
多
く
の
役
職
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
地
方
自
治
の
功
労
に

対
し
て
、
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
全
国
市
議
会
議

長
会
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

久
保
田
茂
男
議
員
が

　
　
　
　
逝
去
さ
れ
ま
し
た

　この度、第60代議長に就任しました。微力で
すが、議員、執行部をはじめ多くの皆さまのご指
導とご協力をいただきながら、公平かつ円滑な議
会運営に努め、市民の皆さまの負託に応えられる
よう誠心誠意、責務を果たして参ります。
　さて、本市議会は、議員自らが調査、議論を
行い、平成21年に議会基本条例を制定し「議
会の見える化」を目指しさまざまな取り組みをして参り
ました。私たち議員は、4年に1回有権者の審判を受け
ます。それが来年です。現在、議員定数は36人です
が、議会の附属機関として「市議会議員定数のあり
方に関する審議会」を設置し、答申をいただき審議し
て条例改正をしました。平成27年4月実施の市議会議
員選挙では、定数が33人となります。こうした取り組み
も含め参考にしたいと、全国の市議会が視察に訪れ、
これまで198もの議会を受け入れています。また、現在、
より市民の皆さまの負託に応えられる内容にしたいと、
「議会報告会」「政策討論会」の内容の見直しに取り
組んでいるところでございます。
　引き続き、市民の皆さまには、市議会に対し深い
ご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げ、
就任の挨拶といたします。

議長就任のあいさつ

第60代議長

浅野　美恵子
（至誠クラブ：3期）

第61代副議長
　中　　毅志

（自由民主党･無所属の会：3期）

議会の新役員構成を
決定しました
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▲市道1-768号線（くすのき台）

   

　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

◎
所
沢
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
土
交
通
省
で
定
め
る
標
準
下
水
道
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
水
道
水
以
外
の

水
を
排
除
す
る
等
の
使
用
態
様
の
変
更
を
把
握

し
、
適
正
な
使
用
水
量
の
認
定
を
行
う
た
め
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

所
沢
市
や
他
の
自
治
体
で
不
正
配
管
等

に
よ
り
下
水
道
料
金
を
免
れ
た
例
を
具
体

的
に
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
所
沢
市
に
お
い
て
は
な

い
。
他
の
自
治
体
で
は
平
成
22
年
7
月
に

埼
玉
県
行
田
市
、
千
葉
県
千
葉
市
の
ス
ー
パ
ー

銭
湯
に
お
い
て
不
正
配
管
が
判
明
し
、
下
水
道

使
用
料
の
不
正
未
払
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
事

例
が
あ
る
。

◎
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　
市
道
1
―
7
6
8
号
線
に
つ
い
て
、
交
換
申

請
が
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
道
路
法
に
基
づ
き

市
道
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
道
路
の
廃
止
と
い
っ
て
も
、
市
民
に
は

わ
か
り
づ
ら
い
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の
案

件
に
つ
い
て
は
、
隣
接
し
て
開
発
計
画
が
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
市
民
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
所
沢
駅
東
口
の
開
発
計
画
に
よ
る
と
、

現
在
4
m
の
道
路
が
7
m
と
な
る
。
こ
の

通
路
は
全
天
候
型
と
な
り
利
用
者
の
利
便
性
が

向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
、
災
害
時
に
は
帰
宅
困

難
者
の
一
時
的
な
退
避
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活

用
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し

い
商
業
施
設
や
こ
れ
に
付
随
す
る
駐
車
場
施
設

が
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
利
便

性
の
向
上
、
雇
用
の
創
出
、
来
客
数
の
増
加
に

よ
る
周
辺
へ
の
人
の
流
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
有

益
な
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

◎
市
道
路
線
の
認
定
　
5
路
線

◎
市
道
路
線
の
廃
止
　
2
路
線

　市長からは、専決処分の承認2件（一般会計補正予算、特別会計補正
予算）、補正予算1件、所沢市地域がつながる元気な自治会等応援条例
制定を含む条例関係9件、追加議案3件など計21件の議案が提出され、
すべて可決しました。
　議員からは、「手話言語法制定を求める意見書」が提出され、可決し
ました。

市
長
提
出
議
案

21
件

議
案
議
案
21
件
21
件

お
も
な
議
案
の
概
要

を
可
決
し
ま
し
た
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▲（仮称）所沢市総合福祉センター建設予定地（泉町）

▲軽自動車税の対象となる原付バイク

総
務
常
任
委
員
会

◎
所
沢
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
平
成
26
年
3
月
31
日
、
地
方
税
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
法
人
市
民
税
法

人
割
の
税
率
の
見
直
し
、
軽
自
動
車
税
の
税
率

の
見
直
し
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

所
沢
市
税
条
例
等
を
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
法
人
市
民
税
の
税
率
見
直
し
に
伴
う
歳

入
へ
の
影
響
は
。
ま
た
軽
自
動
車
税
の
税

率
の
見
直
し
に
伴
う
増
収
見
込
み
額
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
で
約
1
億
4
，
8
0
0
万
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
で
約
3
，
0
0
0
万
の
増
収
を
見

込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
度

は
約
1
億
4
，
8
0
0
万
円
の
減
収
と
の

こ
と
だ
が
、
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
は
い
か
が

か
。
ま
た
所
沢
市
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
平
成
28
年
度
以
降
は
平
年
ベ
ー
ス
と
な

る
た
め
、
約
3
億
5
，
2
0
0
万
円
の
減

収
と
見
込
ん
で
い
る
。
税
収
が
落
ち
る
と
い
う

点
で
は
デ
メ
リ
ッ
ト
だ
が
、
今
後
交
付
税
の
中

で
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
は
今
の
と
こ
ろ
ま

だ
わ
か
ら
な
い
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
今
後
見
え
て
く
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

◎
所
沢
市
入
学
準
備
金
貸
付
基
金
条
例
の
一
部

改
正

　
高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
等
に
入
学
す
る
生

徒
や
学
生
の
保
護
者
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
入

学
準
備
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、
保
証
人
の
住
所

要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
制
度
を
利
用
し

や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
現
行
条
例
で
は
市
内
に
引
き
続
き
2
年

以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
保
証
人
の
条

件
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
市
長
が
特
別
な
事
情

が
あ
る
と
認
め
た
と
き
も
保
証
人
の
要
件
と
し

て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

　
条
例
に
規
定
し
て
い
る
者
を
保
証
人
と

す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
お
い
て
、
都

内
在
住
の
親
を
保
証
人
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　◎
平
成
26
年
度
所
沢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　

■（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
複
合

施
設
）
整
備
事
業

5
，
9
6
0
万
2
千
円

　
平
成
28
年
4
月
開
設
を
目
指
し
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
本
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

2
か
年
継
続
事
業
と
し
て
予
定
し
て
い
る
本
体

工
事
に
つ
い
て
、公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
上

昇
及
び
資
材
高
騰
の
た
め
当
初
の
予
算
額
に
不

足
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　
継
続
費
に
つ
い
て
当
初
予
算
は
25
億
円
、

今
回
の
見
込
額
が
28
億
円
と
約
3
億
円
の

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
理
由
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　
設
計
に
関
し
て
は
、
所
管
の
営
繕
課
を

通
し
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し
て

進
め
て
き
た
が
、
平
成
26
年
1
月
30
日
付
け
で

国
土
交
通
省
か
ら
送
付
さ
れ
た
通
知
を
受
け
、

県
の
建
築
工
事
、
電
気
設
備
、
機
械
設
備
工
事

の
各
積
算
標
準
単
価
表
が
改
定
さ
れ
2
月
1
日

よ
り
適
用
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
営
繕

課
に
て
設
計
書
の
単
価
を
入
れ
替
え
た
と
こ
ろ
、

当
初
は
3
億
円
以
上
の
増
額
と
な
っ
た
が
、
削

減
で
き
る
と
こ
ろ
を
再
検
討
し
、
今
回
の
補
正

と
な
っ
た
。

6
月
定
例
会
の
動
き

　
6
月
6
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
会
議
　
常
任
委
員
長
報
告
（
特
定
事
件
）

提
案
理
由
の
説
明
・
議
案
説
明

　
6
月
10
日

本
会
議
　
議
案
質
疑

　
6
月
11
日

委
員
会
　
四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

　
6
月
13
・
16
・
17
・
18
・
19
日

本
会
議
　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

　
6
月
20
日

委
員
会
　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
審
査

　
　
　
　

　
6
月
26
日

本
会
議
　
常
任
委
員
長
報
告

　
6
月
27
日

本
会
議
　
討
論
・
採
決

追
加
議
案
の
上
程
・
採
決

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
採
決

6
月
定
例
会
の
動
き
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平成26年（2014年）8月8日

諮問

■専決処分の承認（3件）
○平成26年度所沢市国民健康保険特別会計暫定予算
○所沢市税条例の一部を改正する条例
○所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
■予算
○平成26年度所沢市国民健康保険特別会計予算
■補正予算
○平成26年度所沢市一般会計補正予算（第2号）

　平成26年第1回（4月）臨時会を、4月30日に1日間
の会期で開催しました。
　市長からは専決処分の承認を求める議案3件、国
民健康保険特別会計予算1件、一般会計補正予算
1件の計5件の議案が提出され、すべて可決しました。

市
民
環
境
常
任
委
員
会

◎
所
沢
市
地
域
が
つ
な
が
る
元
気
な
自
治
会
等

応
援
条
例
の
制
定

　
自
治
会
等
の
活
性
化
を
推
進
し
、
地
域
住
民

の
自
治
会
等
へ
の
加
入
お
よ
び
参
加
を
促
進
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
、
誰
も
が
安
心

し
て
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
な
ぜ
条
例
な
の
か
。
条
例
が
な
く
て
も

施
策
は
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
条
例
が
な
く
て
も
行
え
る
施
策
は
あ
る

が
、
根
拠
が
な
く
、
そ
の
と
き
の
必
要
性

で
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
条
例

を
作
る
こ
と
に
よ
り
一
定
程
度
恒
久
的
な
効
果

が
期
待
で
き
、
市
と
し
て
の
姿
勢
が
明
確
に
な

る
と
い
う
点
に
お
い
て
条
例
を
作
る
意
味
が
あ

る
と
考
え
る
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
26
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
））

　
平
成
25
年
度
所
沢
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
お
い
て
歳
入
不
足
が
生
じ
、
平
成
26
年
度

予
算
を
繰
り
上
げ
て
充
用
す
る
た
め
予
算
の
補

正
の
必
要
が
生
じ
た
が
、
市
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め
、
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
、
承
認
を
求

め
る
も
の
で
す
。

　
当
初
歳
入
を
見
込
ん
で
い
た
国
の
財
政

調
整
交
付
金
が
来
な
か
っ
た
こ
と
が
繰
上

充
用
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
交
付
を

受
け
る
た
め
の
選
定
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た
要
因

の
一
つ
と
し
て
、「
特
定
健
康
診
査
事
業
費
を

除
く
保
健
事
業
費
の
1
人
当
た
り
の
被
保
険
者

相
当
の
決
算
額
」
が
県
平
均
以
下
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
2

年
連
続
で
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因

を
伺
い
た
い
。

　
県
平
均
以
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
度
、
平
成
24
年
度
に

お
い
て
県
平
均
以
上
の
市
町
村
と
比
べ
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
率
が
お
お
む
ね
低
い
こ
と
が
保

健
事
業
費
の
支
出
が
低
い
こ
と
に
つ
な
が
り
、

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　
委
員
会
付
託
を
行
わ
ず

　
　
　
全
体
審
議
と
し
た
議
案

（
追
加
議
案
3
議
案
）　

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

同
意

・
塩
川
　
智
子
氏
（
小
手
指
町
／
再
任
）

・
小
林
美
奈
子
氏
（
上
安
松
／
新
任
）

◎
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

・
栗
原
　
祐
治
氏
（
中
富
南
／
新
任
）

　
議
員
か
ら
は
、「
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

可
決
し
ま
し
た
。

産
業
廃
棄
物
処
理
業
計
画
書

（
中
間
処
分
業
）
に
係
る
意
見

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
計
画
書
（
中
間
処
分

業
）
に
つ
い
て
県
か
ら
照
会
が
あ
り
、「
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
少
な
く
し
所
沢
に
き
れ
い
な
空
気

を
取
り
戻
す
た
め
の
条
例
」
に
基
づ
き
、
議
会

の
意
見
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
意
見
を

付
し
ま
し
た
。
計
画
内
容
は
、
産
業
廃
棄
物
処

分
業
（
中
間
処
分
）
の
新
規
許
可
で
、
事
業
計

画
者
お
よ
び
計
画
地
は
、
ミ
ノ
ワ
工
機
株
式
会

社
、
大
字
松
郷
1
5
1
番
45
で
す
。

　
諮
問
第
1
号
に
つ
い
て
は
、
協
議
し

た
結
果
、
次
の
と
お
り
意
見
を
付
す
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。
こ
の
諮
問
は
、
所
沢
市
議

会
が
制
定
し
た
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
少
な
く
し

所
沢
に
き
れ
い
な
空
気
を
取
り
戻
す
た
め
の
条

例
」
第
3
条
第
1
号
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
業

計
画
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
所
沢
市
議
会
は
、
次
の
こ
と
を
求
め
ま
す
。

1
　
周
辺
の
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
と
安
全

の
た
め
、
事
業
者
は
関
係
法
令
に
基
づ
き
、

適
切
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
保
管

基
準
を
十
分
遵
守
す
る
こ
と
。

2
　
事
業
場
内
及
び
近
隣
周
辺
は
、
常
に
整
理

整
頓
に
努
め
、
清
潔
さ
を
維
持
す
る
こ
と
。

3
　
施
設
に
あ
っ
て
は
、
維
持
管
理
を
徹
底
し

た
上
、
安
全
性
を
確
保
し
、
環
境
保
全
対

策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

4
　
周
辺
住
民
と
の
相
互
理
解
を
深
め
、
通
学

路
等
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮

す
る
こ
と
。

議
員
提
出
議
案

意
見

市長提出議案5件を可決しました

平成26年 第1回（4月）臨時会
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第171号

　賛成
●法人市民税の法人税割の引き下げ等により、本市の
法人市民税収入の減収にも繋がると捉えられるが、
地方交付税や地方消費税交付金の増加によって、全
体として様々な調整がなされることに一定の理解を
している。
●小型乗用車と軽自動車の増税については、税負担の
公平性確保などを踏まえ、適切に改正されており、
将来的に安定した財源を確保していくために必要な
ものと考える。

　反対
●自治体間の格差を是正するため法人市民税の一部を
国税化し再び交付税として再配分・再調整すること
について、格差を大きくしているのは地方消費税で
あり、本来であれば交付税財源の法定率引き上げな
ど政府の責任において財源保障し調整すべきもので
ある。

●バイクや軽自動車、農耕用小型特殊自動車の増税は
庶民にとって、消費税とともに二重の増税となる。

所沢市税条例等の一部を改正する条例制定

　賛成
●昨今の厳しい財政状況の中で、事業費はできるだけ
一般会計からの繰り入れ等に依存することなく、下
水道の恩恵を受ける方々から、負担をお願いするこ
とはやむを得ない。

　反対
●市街化調整区域の下水道事業受益者負担金について、
負担金が増額となったが、不足分は公衆衛生を義務
付けられる一般行政として、一般会計から補填すべ
きである。

所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例制定
所沢市公共下水道事業分担金条例の一部を改正する条例制定

　賛成
●この条例が理念条例にとどまらないための具体的政
策、加入率の把握方法、審議会等の設置、まちづく
りセンターの役割等の総括等の検討については要望
するが、自治会に加入する世帯が増加し、地域コミュ
ニティが活性化すること自体には大いに賛成である。
●ボランティア、NPOなどのテーマ型コミュニティ
に力を注ぎながらも、地域で中心的な役割を担う自
治会町内会をはじめとする地域コミュニティ団体の
活動に対し、側面からの支援を強化することは非常
に意味のあることだと思う。どうか自治会町内会を
否定せず、地域の縁を守ろうとする活動を推進する
この条例に賛同してほしい。

　反対
●所沢市自治基本条例の規定では「市民等は、主体的
な意思に基づいて、市政に参加し、まちづくりを推
進する」とあるが、今回の条例案では地域住民の役
割、自治会等の役割を明記し、役割を果たすよう努
めるものとしている。これは所沢市自治基本条例以
上に踏み込んだ内容である。

●自治会の活躍について評価はしているが、住民自治
の原則は自主的な参加によるもので、市が強制する
ものではない。他市事例で、条例を制定しても加入
促進にあまり効果がないという報告もあった。市民
の生活そのものが分断されている現状を調査するこ
とこそ市が率先してやることではないか。

平成26年度所沢市一般会計補正予算（第4号）
所沢市地域がつながる元気な自治会等応援条例制定

議案に します賛成 反対

※討論は一部の要旨を掲載しています。閉会中もインターネットで録画中継が視聴できますので、ぜひご利用ください。
　表紙下段のアドレスからアクセスできます。

みんな
の党
所沢

議　案　件　名

平成26年度所沢市一般会計補正予算（第4号）

所沢市地域がつながる元気な自治会等応援条例制定
について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所沢市税条例等の一部を改正する条例制定について

所沢都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の
一部を改正する条例制定について　　　　　　　　

所沢市公共下水道事業分担金条例の一部を改正する
条例制定について　　　　　　　　　　　　　　　

議　案

番　号

第68号

第69号

第70号

第75号

第76号

共
　
生

民主ネット
リベラルの会日本共産党至誠クラブ公明党自由民主党・無所属の会

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

結
　
　
果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

青
木
　
利
幸

近
藤
　
哲
男

松
本
　
明
信

安
田
　
義
広

中
　
　
毅
志

大
舘
　
隆
行

岡
田
　
静
佳

石
井
　
　
弘

浜
野
　
好
明

久
保
田
茂
男

吉
村
　
健
一

植
竹
　
成
年

西
沢
　
一
郎

村
上
　
　
浩

亀
山
　
恭
子

福
原
　
浩
昭

島
田
　
一
隆

赤
川
　
洋
二

入
沢
　
　
豊

石
本
　
亮
三

末
吉
美
帆
子

浅
野
美
恵
子

矢
作
い
づ
み

荒
川
　
　
広

城
下
　
師
子

小
林
　
澄
子

平
井
　
明
美

荻
野
　
泰
男

杉
田
　
忠
彦

桑
畠
　
健
也

中
村
　
　
太

秋
田
　
　
孝

谷
口
　
雅
典

松
崎
　
智
也

脇
　
　
晴
代

越
阪
部
征
衛

■本会議において賛否が分かれた審議結果〔平成26年第2回定例会〕

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全審議結果（22件）は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。

○：賛成　　×：反対

（
議
　
長
）

（
欠
　
席
）
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平成26年（2014年）8月8日

　
議
員　

所
沢
市
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
小
児
深
夜
帯
急
患
診
療
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
4
月
か
ら
日
曜
日
を
開
始
し
た
こ
と
で
、

木
曜
日
を
除
く
週
6
日
の
実
施
と
な
っ
た
が
、

夜
間
や
休
日
に
実
施
し
て
い
る
小
児
初
期
救
急

医
療
体
制
整
備
へ
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
実
績
な
ら
び
に
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
長　

市
民
医
療
セ

ン
タ
ー
で
の
平
成
25
年
度
の
実
績
は
、
深
夜
帯

に
つ
い
て
は
受
診
者
数
が
前
年
と
比
べ
て

6
3
9
名
増
の
2
，
8
6
7
名
、
小
児
急
患
診

療
の
全
体
の
受
診
者
数
は
前
年
と
比
べ
て

4
4
7
名
増
の
1
万
2
，
7
2
4
名
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
体
制
を
維
持
し
て
い
く
に

は
、
診
療
に
あ
た
る
医
師
や
看
護
師
の
人
件
費

な
ら
び
に
施
設
の
管
理
、
受
付
業
務
に
係
る
委

託
料
等
の
費
用
が
か
か
る
が
、
受
診
者
の
診
療

報
酬
だ
け
で
は
全
て
を
賄
え
な
い
た
め
、
市
か

ら
の
負
担
金
を
繰
り
入
れ
て
補
填
し
て
い
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係

機
関
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
医
師
の
確
保
を
図

り
な
が
ら
、
安
定
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

発
達
障
害
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
に

発
達
障
害
者
支
援
法
が
制
定
さ
れ
支
援
体
制
が

整
い
、
平
成
22
年
に
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の

一
部
改
正
で
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
も
障
害
者

自
立
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
本
市
で
も
、
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

で
発
達
障
害
外
来
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
教
育
相

談
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
28
年
に
は

（
仮
称
）
所
沢
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
子

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
今
後
い
ろ

い
ろ
な
体
制
整
備
が
行
わ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。
第
3
次
計
画
に
は
、
発
達
障
害
の
施
策
を

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長　

平
成
23
年
8
月
に
障
害
者
基
本
法

の
改
正
が
行
わ
れ
、
障
害
者
の
定
義
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
発
達
障
害
は
精
神
障
害
に

含
ま
れ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
。
発
達
障
害

は
、
障
害
の
特
性
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
お
い
て
社
会
的
な
不
適
応
が
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
早
期
発
見
・
早
期
療
育
を
基
本
的
な

視
点
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
障
害
者

団
体
な
ど
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
策
定
検
討

委
員
会
に
お
い
て
計
画
で
の
位
置
づ
け
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

N
H
K
の
ド
ラ
マ
で
は
、
ご
み
屋
敷
の

主
、
引
き
こ
も
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
若
年
性
認

知
症
な
ど
、
懸
命
に
生
き
な
が
ら
も
現
代
の
社

会
的
孤
立
の
淵
に
沈
ん
だ
人
た
ち
に
手
を
差
し

伸
べ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
姿
を
描
い
て
い
た
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、

現
代
に
お
け
る
貧
困
は
単
な
る
経
済
的
貧
し
さ

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
お
け
る
孤
独
や
孤
立
こ

そ
新
し
い
今
の
時
代
の
貧
し
さ
だ
と
語
っ
て
い

る
。
所
沢
市
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
は
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
所
沢
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
策
定
し
て
い
る
第
3
次
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
中
で
、
地
域
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
体

制
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
が
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
平
成
26
年
6
月
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
職
員
を
対
象
と
し
た
養
成

研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

養
成
研
修
終
了
後
は
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
て
、

1
〜
2
名
程
度
で
地
区
を
担
当
し
、
順
次
そ
の

地
区
を
拡
大
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。

議
員　

市
民
が
自
分
自
身
の
医
療
情
報
を
シ
ス

テ
ム
上
で
管
理
し
、
こ
れ
を
医
療
や
健
康
関
連

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
こ
で
も
M
Y
病
院
の

構
想
の
導
入
に
つ
い
て
平
成
24
年
9
月
と
平
成

25
年
3
月
議
会
に
お
い
て
一
般
質
問
を
し
た
。

そ
の
際
の
市
の
見
解
は
、
医
療
情
報
の
取
り
扱

い
や
電
子
デ
ー
タ
の
管
理
に
つ
い
て
は
極
め
て

機
密
性
が
高
い
も
の
で
あ
り
、
慎
重
に
取
り
扱

う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
た
め
、
国
等
の
動
向

を
注
視
し
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
現
時
点
で
市
と
し
て
ど
こ
で

も
M
Y
病
院
の
構
想
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

健
康
推
進
部
長　

ど
こ
で
も
M
Y
病
院
は
、
本

人
が
医
療
や
健
康
情
報
な
ど
を
管
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
、
日
常
的
な
健
康
づ
く
り
の
面

で
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

る
。
政
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
分
科
会
で
は
、

個
人
情
報
保
護
に
配
慮
し
た
上
で
具
体
的
な
医

療
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
継
続
し

て
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
し
ば

ら
く
は
国
の
検
討
状
況
と
そ
の
結
果
を
慎
重
に

見
極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
児
医
療
体
制
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

岡
田　
静
佳

第
3
次
所
沢
市
障
害
者
支
援
計
画

　
　
　
　
新
た
な
課
題
の
位
置
づ
け

公
明
党　

西
沢　
一
郎

サ
イ
レ
ン
ト
プ
ア
へ
の
対
応

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

末
吉
美
帆
子

ど
こ
で
も
M
Y
病
院

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

近
藤　
哲
男

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

　6月定例会では、28人
が一般質問を行いました。
質問は各議員の多くの質
問項目中、1項目だけが掲
載されています。
　なお、すべての質問項目
は市議会ホームページで
ご覧になれます。
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▲市政トークの様子（柳瀬まちづくりセンター）

議
員　

産
後
ケ
ア
等
の
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
な
補
助
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
支
援
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い
く
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

練
馬
区
の
よ
う
な
一
定
額
の
利
用
補
助
券
、
助

産
師
ケ
ア
券
の
提
供
や
静
岡
県
静
岡
市
で
提
供

し
て
い
る
よ
う
な
産
後
ケ
ア
事
業
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
、
デ
イ
ケ
ア
へ
の
補
助
、
こ
う
い
っ
た

も
の
を
所
沢
市
で
も
予
算
化
に
向
け
て
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

健
康
推
進
部
長　

出
産
後
の
支
援
と
し
て
は
、

出
産
育
児
一
時
金
、
児
童
手
当
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
な
ど
の
事
業
が
あ
る
が
、
産
後
ケ
ア
等

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
補
助
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
て
い
る
市
な
ど
の
状
況
調
査
を

し
て
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

議
員　

所
沢
の
ま
ち
を
よ
く
知
り
、
好
き
に
な

る
と
い
う
職
員
が
た
く
さ
ん
必
要
だ
と
思
う
。

職
員
構
成
か
ら
見
る
と
、
市
外
在
住
の
職
員
も

多
い
と
聞
い
て
い
る
。
所
沢
を
知
る
、
好
き
に

な
る
手
だ
て
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
庁
内
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
、
研
究
チ
ー
ム
等
が
た
く
さ
ん
で
き

る
と
い
い
と
思
う
の
で
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

副
市
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
課
題
の

解
決
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
異
な
る
所
属
の

職
員
が
交
流
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討

を
行
う
こ
と
で
、
職
員
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
や
広
い
視
野
に
立
っ
た
判
断
力
を
養

い
、
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
を
設
置
し
、
所
沢

の
ま
ち
づ
く
り
に
意
気
に
感
じ
る
職
員
を
育
て
、

元
気
な
市
役
所
、
市
全
体
の
活
力
に
つ
な
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

去
る
5
月
31
日
に
、
小
手
指
公
民
館
分

館
と
柳
瀬
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
市

政
ト
ー
ク
が
開
催
さ
れ
た
。
市
長
み
ず
か
ら
が

市
民
に
対
し
て
直
接
意
見
す
る
こ
と
は
、
市
民

に
市
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
、
あ
る
い
は
、

市
政
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
大
変
有
意

義
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
今
回
初
め
て
の
市

政
ト
ー
ク
を
終
え
て
ど
の
よ
う
な
感
想
持
っ
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
の
開
催
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

市
長　

市
政
ト
ー
ク
な
の
で
、
も
と
も
と
伝
え

る
こ
と
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
た
が
、
質
疑
の
時

間
が
短
か
っ
た
、
も
っ
と
時
間
が
ほ
し
か
っ
た

と
い
う
意
見
も
い
た
だ
い
た
。
市
の
考
え
方
を

直
接
伝
え
る
機
会
と
し
て
、
市
政
ト
ー
ク
を
開

催
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

機
会
は
出
来
る
限
り
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
今
回
開
催
し
た
2
か
所
以
外
の
地

区
で
も
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
2
回
市
政
ト
ー
ク
に
つ

い
て
も
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

足
立
区
は
、
政
策
的
経
費
の
捻
出
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
、
業
務
効
率
の
ア
ッ
プ
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
て
、
公
権
力
行
使
を
伴
う
業
務

以
外
に
つ
い
て
、
自
治
体
が
行
う
業
務
の
中
で

専
門
性
が
あ
る
が
、
一
定
程
度
の
定
型
的
な
繰

り
返
し
を
基
本
と
す
る
業
務
も
民
間
委
託
す
る

方
針
で
、
昨
年
、
国
民
健
康
保
険
業
務
と
会

計
・
出
納
業
務
を
委
託
し
た
。
今
後
、
全
庁
的

な
民
間
委
託
推
進
の
方
針
に
対
し
て
、
会
計
・

出
納
部
門
を
所
管
す
る
部
門
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

会
計
管
理
者　

こ
れ
ま
で
も
本
市
で
は
行
政
改

革
に
つ
い
て
民
間
委
託
も
含
め
全
庁
的
な
方
針

の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
、
ま
ず
は
基
本

的
な
考
え
方
等
を
全
庁
的
に
議
論
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

国
に
お
い
て
は
、
昨
今
の
投
票
率
の
低

下
対
策
と
し
て
、
期
日
前
投
票
の
時
間
延
長
や

1
か
所
で
し
か
で
き
な
い
投
票
を
区
割
り
に
左

右
さ
れ
な
い
自
宅
か
ら
近
い
投
票
所
、
ま
た
、

駅
前
に
投
票
所
を
設
置
し
て
い
く
な
ど
の
議
論

も
始
ま
り
、
積
極
的
な
投
票
機
会
の
拡
大
が
推

進
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
市
の
実
態
調
査
の
結

果
を
参
考
に
、
投
票
率
の
ア
ッ
プ
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
こ
れ
か
ら
の
投
票
機
会

の
確
保
と
拡
大
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

期
日
前
投
票
所
の

増
設
等
に
よ
る
投
票
機
会
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
類
似
し
た
規
模
の
他
自
治
体
の
期
日
前

投
票
所
の
設
置
の
経
緯
や
考
え
方
、
事
務
従
事

者
や
運
営
経
費
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
実
態
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
多
く

の
自
治
体
で
増
設
に
要
す
る
経
費
や
人
員
確
保

な
ど
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
市
全
体
の
配
置
バ
ラ
ン

ス
な
ど
も
考
慮
し
、
総
合
的
な
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　
産
後
ケ
ア
の
充
実

至
誠
ク
ラ
ブ　

桑
畠　
健
也

市
政
ト
ー
ク
の
開
催

　
　
　
　
　
　
今
後
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

青
木　
利
幸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
の
育
成

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
力
の
向
上

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

越
阪
部
征
衛

会
計
・
出
納
業
務
の

　
　
　
　
　
　
　
民
間
委
託
拡
大
等

み
ん
な
の
党　
所
沢　

谷
口　
雅
典

投
票
機
会
の
確
保
と
拡
大
に
つ
い
て

公
明
党　

福
原　
浩
昭

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政
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議
員　

埼
玉
県
が
実
施
し
て
い
る
メ
ン
タ
ー
共

有
制
度
は
、
知
識
や
経
験
豊
か
な
先
輩
（
メ
ン

タ
ー
）
が
後
輩
に
対
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
、
仕
事
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
も
の
で
、
働
く

女
性
の
育
成
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
女
性
が
管

理
職
に
な
る
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
、
メ
ン
タ
ー
共
有
制
度
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
現
在
、
女
性
職
員
向
け
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
な
ど
の
研
修
の
機
会
は
十
分
で
は
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
市
の
女
性
職

員
が
こ
の
メ
ン
タ
ー
共
有
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ
の
不
安
が
解
消
さ

れ
、
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
今
後
は
、「
働
く
女
性
応
援
講
座
」
に
関

す
る
情
報
を
庁
内
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
女

性
職
員
が
受
講
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
心
が

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

埼
玉
県
の
人
口
の
推
計
ツ
ー
ル
に
よ
る

2
0
3
0
年
の
所
沢
市
の
人
口
は
約
32
万
6
千

人
で
あ
る
。
一
方
、
市
の
政
策
を
み
る
と
、
街

づ
く
り
基
本
方
針
で
は
20
年
後
に
目
指
す
べ
き

像
と
し
て
34
万
人
の
都
市
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
埼
玉
県
の
推

計
と
の
差
1
万
4
千
人
を
転
入
や
出
生
で
増
を

見
込
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
さ
ら
に
魅
力
的

な
都
市
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
世
帯
数
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
具
体
的
な
政
策
、
施
策
に
反
映
さ
せ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

経
営
企
画
部
長
　
市
と
し
て
も
、
人
を
呼
び
込

む
で
あ
る
と
か
、
所
沢
に
定
住
を
さ
せ
て
い
く

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
世
帯
数
の
分
析

を
十
分
行
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
、
施

策
に
落
と
し
込
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

千
葉
県
松
戸
市
で
は
、
市
庁
舎
の
防
災

機
能
強
化
に
つ
な
が
り
、
年
間
8
0
0
万
円
と

い
う
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

地
下
水
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と

の
話
で
あ
る
。
本
市
で
も
庁
舎
敷
地
内
に
同
じ

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
と
な
っ
た
場
合
、

井
戸
を
掘
り
上
げ
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
も

し
可
能
で
あ
れ
ば
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
庁

舎
の
防
災
機
能
強
化
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地
下
水
を
活
用
す

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

危
機
管
理
監
　
井
戸
の
掘
削
に
つ
い
て
は
、
一

定
の
基
準
、
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
技
術
的

に
は
可
能
で
あ
る
。
災
害
時
に
お
け
る
水
の
確

保
は
、
防
災
対
策
上
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
地
下
水
の
活
用
も
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
係
る
財
源
の
確
保
や
費
用
対
効
果
、
庁
舎

管
理
上
の
課
題
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
。
現
在
本

市
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
水
の
必
要
量
は
確

保
で
き
て
い
る
が
、
よ
り
安
心
感
を
得
る
た
め

の
設
置
の
必
要
も
含
め
、
関
係
部
署
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
他
市
の
状
況
を
調
査
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員　

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
は
、
市
内

に
所
在
す
る
固
定
資
産
の
み
に
課
税
さ
れ
、
ま

た
、
市
内
で
も
固
定
資
産
以
外
の
財
産
を
持
っ

て
い
る
人
に
は
課
税
さ
れ
な
い
と
い
う
不
公
平

感
が
あ
る
。
経
済
的
な
負
担
能
力
に
応
じ
て
賦

課
さ
れ
る
は
ず
の
応
能
割
だ
が
、
資
産
割
に
関

し
て
は
、
算
定
根
拠
に
不
公
平
感
が
あ
り
、
平

等
性
が
問
わ
れ
る
。
市
外
に
所
有
の
固
定
資
産

や
固
定
資
産
以
外
の
資
産
に
課
税
さ
れ
な
い
理

由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
部
長
　
国
民
健
康
保
険
税
を
課
税
す
る
市

町
村
が
当
該
市
町
村
の
区
域
外
に
所
有
す
る
固

定
資
産
を
全
て
捕
捉
す
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、

課
税
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産

に
係
る
固
定
資
産
税
額
に
つ
い
て
の
み
、
資
産

割
の
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
税
法
に
、

資
産
割
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
税
額
ま
た
は
固

定
資
産
税
額
の
う
ち
土
地
及
び
家
屋
に
係
る
部

分
の
額
に
案
分
し
て
算
定
す
る
と
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
固
定
資
産
以
外
の
資
産
に
対

し
て
は
資
産
割
を
課
税
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

議
員　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
2
号
炉
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
ガ
ス
自
主
基
準
値
超
え
が

起
こ
り
、
プ
ラ
ン
ト
の
監
視
や
監
督
の
体
制
等

を
所
沢
市
が
き
ち
ん
と
調
査
し
て
い
く
と
い
う

立
場
が
問
わ
れ
て
き
た
と
思
う
。
監
視
体
制
を

強
化
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
市
に
よ
る
業
務

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
、
一
括
発
注
の
費
用
対
効
果
、

業
務
の
安
全
・
効
率
面
か
ら
も
、
今
の
一
括
委

託
の
あ
り
方
が
適
正
な
の
か
を
き
ち
ん
と
精
査

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た

い
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
現
在
運
転
委
託
や
法
定

点
検
等
委
託
に
つ
い
て
は
、
性
能
保
証
の
観
点

か
ら
、
設
計
施
工
し
た
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
な

ど
に
委
託
し
て
い
る
が
、
特
別
高
圧
受
変
電
設

備
や
計
量
器
な
ど
は
、
通
常
の
入
札
を
実
施
し

て
い
る
。
監
視
監
督
業
務
な
ど
に
つ
い
て
は
、

性
能
保
証
の
観
点
か
ら
、
プ
ラ
ン
ト
を
熟
知
し

た
メ
ー
カ
ー
に
委
託
す
る
こ
と
が
現
在
は
最
善

と
考
え
て
い
る
が
、
今
後
他
の
自
治
体
の
状
況

な
ど
を
調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

女
性
・
子
育
て
支
援

　
　
メ
ン
タ
ー
共
有
制
度
の
活
用
を

公
明
党　

亀
山　
恭
子

災
害
対
策
本
部
と
な
る
市
庁
舎
に

　
　
　
　
地
下
水
の
活
用
に
つ
い
て

公
明
党　

植
竹　
成
年

市
内
人
口
の
変
化

　
　
　
　
　
世
帯
数
の
分
析
を

み
ん
な
の
党　
所
沢　

松
崎　
智
也

国
保
の
資
産
割

　
　
　
　
平
等
性
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

安
田　
義
広

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉

　
管
理
の
課
題
と
委
託
料
の
適
正
化

日
本
共
産
党　

城
下　
師
子

市
民
・
環
境

市
民
・
環
境

市
民
・
環
境
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▲ごみ分別アプリケーション「わけトコっ！」

議
員　

6
月
5
日
付
け
読
売
新
聞
埼
玉
版
の
記

事
で
は
、「
三
芳
町
は
中
富
、
下
富
の
あ
る
所

沢
市
と
も
連
携
し
三
富
新
田
の
保
全
を
目
指
し

た
い
と
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の

話
が
三
芳
町
主
導
で
進
ん
で
い
る
と
い
う
印
象

を
持
っ
て
い
る
。
当
然
、
三
富
新
田
は
三
芳
町

と
所
沢
市
が
連
携
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い
話

で
あ
る
。
三
芳
町
と
の
連
携
、
や
り
と
り
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

三
芳
町
と
の
連
携
、
や
り
と

り
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
三
富
地
区

内
の
中
富
、
下
富
に
関
す
る
各
種
デ
ー
タ
な
ど

の
情
報
提
供
、
認
定
に
係
る
視
察
対
応
な
ど
で

三
芳
町
に
協
力
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

議
員　

現
在
、
本
市
の
ご
み
分
別
は
9
分
別
だ

が
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
細
か
な
分
別
に

取
り
組
む
こ
と
で
着
実
に
ご
み
減
量
や
資
源
化

を
進
め
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
毎

年
、
清
掃
行
政
に
は
大
変
多
く
の
税
金
が
投
入

さ
れ
て
お
り
、
先
日
公
表
さ
れ
た
環
境
省
の
平

成
24
年
度
実
績
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
実
態
調

査
で
は
、
ご
み
処
理
に
係
る
費
用
は
県
内
で
上

か
ら
3
番
目
と
な
っ
て
い
る
。
清
掃
行
政
の
本

旨
は
ご
み
減
量
と
思
う
。
現
時
点
で
の
ご
み
減

量
に
向
け
た
最
も
大
き
な
課
題
は
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長　

本
市
の
年
間
総
ご
み
量

は
、
近
年
は
減
少
傾
向
か
ら
横
ば
い
と
な
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
燃
や
せ
る
ご
み
に
は
、
雑

が
み
や
古
着
・
古
布
と
い
っ
た
資
源
化
で
き
る

も
の
が
多
く
混
ざ
っ
て
排
出
さ
れ
て
い
る
。
資

源
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
が
正
し
く
分
別
・

排
出
さ
れ
れ
ば
、
ご
み
の
焼
却
量
は
減
少
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
も
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
今
以

上
に
分
別
の
理
解
、
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。
な
お
、
5
月

か
ら
、
ご
み
分
別
の
新
た
な
周
知
方
法
と
し
て
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
ご
み
分
別
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
「
わ
け
ト
コ
っ
！
」
を
無
料
リ
リ
ー

ス
し
、
啓
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

と
こ
ろ
バ
ス
は
、
高
齢
者
が
引
き
こ
も

り
に
な
ら
ず
気
軽
に
外
出
す
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
4
施
設
の
う
ち
1
施
設
う
し
ぬ

ま
荘
が
、
老
人
憩
の
家
8
施
設
の
う
ち
2
施
設

さ
く
ら
荘
、
と
め
の
里
は
バ
ス
停
か
ら
遠
い
の

で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
バ
ス
の
全
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
老
人
憩
の
家
へ
の
経
由
と
増
便
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

市
民
部
長　

指
摘
の
あ
っ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ス
停
留
所
か
ら
5
0
0
m
前
後

の
距
離
に
位
置
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

と
こ
ろ
バ
ス
の
運
行
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年

10
月
に
市
民
要
望
や
乗
降
量
調
査
の
結
果
等
を

踏
ま
え
コ
ー
ス
の
見
直
し
や
運
行
時
間
の
改
正

を
行
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
今
後
の
見
直
し
の

際
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

こ
れ
ま
で
学
童
保
育
は
基
準
も
な
く
、

市
と
し
て
の
方
針
も
な
い
中
で
個
々
の
状
況
に

対
応
し
て
き
た
た
め
に
学
校
ご
と
に
利
用
で
き

る
体
制
も
違
っ
て
い
る
。
学
童
保
育
は
学
校
内

ま
た
は
で
き
る
だ
け
学
校
の
近
く
に
、
希
望
す

る
全
て
の
子
ど
も
が
保
育
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
市
が
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
。
各
学
校
区
ご

と
、
希
望
者
が
学
童
保
育
に
入
れ
る
体
制
を
つ

く
る
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

こ
ど
も
未
来
部
長　

児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
区
ご
と
に
施

設
整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
な
ど
に
よ
り
急
激
な

増
加
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
逆
に
子
ど
も
の

数
の
減
少
に
よ
り
入
室
児
童
数
が
減
少
す
る
地

域
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
つ
い
て

も
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
る
。

議
員　

み
ず
か
ら
の
命
を
守
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
水
着
と
服
を
着
た
ま
ま
と
の
違
い
、
服
を

着
た
ま
ま
泳
ぐ
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
難
し
い
か
と

い
っ
た
こ
と
を
体
験
し
て
お
く
こ
と
は
、
大
変

重
要
と
考
え
る
。
実
際
に
着
衣
泳
を
行
っ
て
い

な
い
学
校
で
は
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

所
沢
市
教
育
委
員
会
独
自
の
、
例
え
ば
「
着
衣

泳
達
人
検
定
」
と
い
う
よ
う
に
、
学
年
に
応
じ

た
目
標
を
定
め
検
定
を
行
う
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　

着
衣
泳
の
学
習
は
、
児
童
・

生
徒
が
み
ず
か
ら
の
能
力
を
客
観
的
に
知
る
こ

と
に
よ
り
、
危
な
い
と
こ
ろ
に
は
近
づ
か
な
い

こ
と
や
、
不
慮
の
事
故
に
遭
っ
た
と
き
の
落
ち

つ
い
た
対
応
の
仕
方
な
ど
、
み
ず
か
ら
の
命
を

守
る
た
め
の
学
び
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
年
度
、
一
般
社
団
法

人
水
難
学
会
の
協
力
を
得
て
、
小
学
校
教
員
向

け
に
着
衣
泳
実
技
指
導
講
習
会
を
初
め
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
検
定
制
度
に
つ
い

て
は
、
水
難
学
会
か
ら
の
指
導
、
教
職
員
か
ら

の
現
場
の
声
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
今
後
の
研

究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
富
新
田
の
世
界
農
業
遺
産
登
録

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

石
本　
亮
三

交
通
政
策
　

　
　
　
と
こ
ろ
バ
ス
路
線
の
見
直
し

日
本
共
産
党　

小
林　
澄
子

ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け
た
課
題
は

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

大
舘　
隆
行

学
童
保
育
需
要
と
今
後
の
方
針

日
本
共
産
党　

矢
作
い
づ
み

着
衣
泳
の
検
定
実
施
に
つ
い
て

至
誠
ク
ラ
ブ　

秋
田　

孝

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育

子
ど
も
・
教
育
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議
員　

所
沢
市
立
小
・
中
学
校
管
理
規
則
の
第

2
条
に
は
学
期
制
が
書
か
れ
て
お
り
、
第
3
項

は
、「
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
上

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
校
長
は
、
教

育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
学
期
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
条
文
で
あ
る
。
第
3

項
の
校
長
の
権
限
の
条
文
が
導
入
さ
れ
た
経
緯

と
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
部
長
　
所
沢
市
立
小
・
中
学
校
管
理

規
則
第
2
条
第
3
項
が
定
め
ら
れ
た
経
緯
は
、

平
成
10
年
9
月
の
中
央
教
育
審
議
会
の
「
今
後

の
地
方
教
育
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い

う
答
申
に
お
い
て
、
今
後
は
教
育
行
政
の
地
方

分
権
お
よ
び
学
校
の
自
立
性
・
自
主
性
の
確
立

が
必
要
、
重
要
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
受
け
、

本
市
に
お
い
て
も
、
学
校
の
裁
量
を
拡
大
す
る

方
向
で
検
討
を
行
い
、
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
規
定
は
、
原
則
上
の
規
定
に
対
す

る
例
外
規
定
で
あ
り
、
平
成
16
年
の
2
学
期
制

導
入
時
に
定
め
ら
れ
た
が
、
適
用
さ
れ
た
例
は

な
い
。

議
員　

さ
い
た
ま
市
の
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
い
わ
ゆ
る
サ
ポ
ス
テ
に
は
、
所

沢
市
や
日
高
市
、
入
間
市
な
ど
な
ど
西
部
地
域

か
ら
の
若
者
も
非
常
に
増
え
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
る
。
武
蔵
野
市
の
若
者
支
援
事
業

で
は
、
武
蔵
野
市
民
に
限
ら
ず
、
近
隣
在
住
の

若
者
か
ら
の
相
談
も
あ
れ
ば
受
け
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
地
域
に
も
貢
献
で
き
る
サ
ポ
ス
テ
の

サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

か
、
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長
　
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
は
、
国
の
事

業
と
し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
仮
に
市

が
設
置
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
な
り
の

費
用
負
担
と
市
内
関
係
機
関
の
連
携
に
係
る
し

っ
か
り
と
し
た
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

社
会
生
活
を
営
む
上
で
困
難
を
持
っ
て
い
る
若

者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の
密
接

な
連
携
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
う
し
た
課
題

に
熱
心
に
取
り
組
む
N
P
O
な
ど
の
団
体
と
の

関
係
づ
く
り
も
大
変
重
要
と
考
え
て
お
り
、
こ

ど
も
未
来
部
に
お
い
て
も
研
究
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、（
仮
称
）
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
向
け
た
事
業
展
開
や
現
下

の
財
政
状
況
な
ど
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
、

本
市
に
お
け
る
支
援
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

狭
山
ケ
丘
中
学
校
の
校
長
は
、
生
徒
の

健
康
を
保
護
す
る
上
で
、
過
去
2
年
間
エ
ア
コ

ン
設
置
の
要
望
を
続
け
て
い
る
。
過
去
の
一
般

質
問
に
対
し
て
教
育
長
が
普
通
教
室
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
し
な
い
と
い
う
形
で
答
弁
さ
れ
た
の

は
記
憶
し
て
い
る
。
所
沢
市
と
し
て
は
、
普
通

教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
し
な
い
と
決
定
し
て

い
る
た
め
、
木
質
化
事
業
の
検
討
の
中
で
、
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
木
質
化
の
校

舎
の
効
果
が
よ
り
増
す
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
検

討
は
全
く
し
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
総
務
部
長
　
小
・
中
学
校
普
通
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
騒
音
の
実
態
、
環

境
面
、
子
ど
も
の
学
習
面
、
財
政
面
、
そ
し
て

生
活
の
あ
り
方
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
設
置

し
な
い
と
判
断
し
た
も
の
で
、
一
方
、
木
質
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
環
境
を
改
善
す
る
た

め
に
今
年
度
か
ら
着
手
し
た
事
業
で
あ
る
。
普

通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と
校
舎
の
内
装
木

質
化
事
業
は
別
物
と
捉
え
て
お
り
、
校
舎
の
木

質
化
事
業
に
お
い
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

議
員　

関
越
自
動
車
道
所
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、
都
心
か
ら
25
㎞
か

ら
28
㎞
圏
内
に
入
っ
て
お
り
、
土
地
利
用
転
換

推
進
エ
リ
ア
の
一
つ
に
も
入
っ
て
い
る
。
ま
だ

位
置
づ
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
で
、
い

つ
か
ら
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら
だ
と
思
う
が
、

具
体
的
に
こ
の
地
区
の
土
地
利
用
転
換
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
関
越
自
動
車
道
所
沢
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
区
は
、
所
沢
市
街
づ

く
り
基
本
方
針
に
お
い
て
、
関
越
自
動
車
道
と

国
道
4
6
3
号
、
国
道
2
5
4
号
の
結
節
点
と

い
う
広
域
交
通
の
利
便
性
が
高
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
必
要
な
基
盤
整
備
や
企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
産
業
系
の
土
地
利
用
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。
基
本
方
針
に
お
い
て
大
ま
か
な
位
置
は
示

し
た
が
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
検
討
は
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
企
業
ニ
ー
ズ
、

地
元
地
権
者
の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

最
近
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
た
り
、

公
園
に
集
ま
る
高
齢
者
も
多
く
、
健
康
遊
具
の

設
置
を
求
め
る
声
も
あ
る
と
聞
く
。
市
内
に
も

何
か
所
か
あ
る
と
聞
い
た
が
、
グ
リ
ッ
プ
を
握

っ
て
腕
立
て
伏
せ
が
で
き
る
ア
ー
ム
ト
レ
ー
ナ

ー
、
カ
ー
ブ
に
沿
っ
て
背
中
を
伸
ば
せ
る
背
伸

ば
し
ベ
ン
チ
な
ど
の
遊
具
が
あ
り
、
高
齢
者
が

こ
こ
に
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
を
健
康
に
保
っ

て
い
る
と
い
う
話
も
あ
る
。
健
康
遊
具
の
設
置

に
つ
い
て
の
条
件
や
基
準
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

公
園
の
設
置
条
件
や
要
望
が
あ
れ
ば
、
設
置
で

き
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
〈
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉

ま
ち
づ
く
り

小
・
中
学
校
管
理
規
則

　
　
　
　
学
期
制
度
と
校
長
の
権
限

公
園
を
健
康
増
進
の
場
に

　
　
　
　
　
　
健
康
遊
具
の
設
置
を

日
本
共
産
党　

平
井　
明
美

狭
山
ケ
丘
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
問
題

所
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

至
誠
ク
ラ
ブ　

杉
田　
忠
彦

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

赤
川　
洋
二

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
に
つ
い
て

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
の
会　

島
田　
一
隆

共
生　

脇　

晴
代

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
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建
設
部
長
　
健
康
遊
具
に
限
ら
ず
、
一
般
的
に
、

公
園
に
お
け
る
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
利

用
の
た
め
の
安
全
領
域
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、

遊
具
を
追
加
し
て
設
置
す
る
場
合
は
、
公
園
の

面
積
や
既
存
の
遊
具
の
配
置
状
況
に
よ
り
、
安

全
領
域
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。
現
在
、
公
園
の
遊
具
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
遊
具
の
補
修
や
交
換

を
優
先
的
に
進
め
て
い
る
。
新
た
に
健
康
遊
具

を
設
置
し
た
場
合
に
、
ど
れ
く
ら
い
利
用
さ
れ

る
か
な
ど
、
地
域
ニ
ー
ズ
な
ど
も
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

街
づ
く
り
基
本
方
針
の
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
、
銀
座
通
り
を
軸
と
す
る
中
心
市
街

地
の
再
生
を
図
る
た
め
、
再
開
発
な
ど
と
連
携

し
、
歩
行
者
や
買
い
物
客
に
も
に
ぎ
わ
い
、
う

る
お
い
が
感
じ
ら
れ
る
環
境
整
備
と
と
も
に
、

駐
車
場
の
整
備
な
ど
商
業
環
境
の
向
上
に
努
め

る
と
あ
る
。
旧
市
役
所
跡
地
の
現
状
と
利
用
終

了
の
時
期
と
そ
の
後
の
利
用
計
画
を
伺
い
た
い
。

財
務
部
長
　
現
在
、
市
役
所
旧
庁
舎
に
つ
い
て

は
、
市
内
の
公
共
的
団
体
が
10
団
体
お
よ
び
市

役
所
内
の
10
課
が
暫
定
利
用
し
て
い
る
。
し
か

し
、
旧
庁
舎
は
昭
和
43
年
に
建
設
さ
れ
た
施
設

で
、
建
物
、
設
備
と
も
に
か
な
り
老
朽
化
し
て

お
り
、
使
用
に
当
た
っ
て
は
課
題
も
多
く
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
庁

内
関
係
所
管
等
と
の
協
議
の
う
え
、
市
と
し
て

の
方
向
性
を
全
庁
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員　

所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
平
成
5
年
以
来
、
順
次
計
画
の
土
地

の
購
入
に
は
努
力
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
部
分
的
に
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
市
民
は
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

に
つ
い
て
の
認
知
が
大
変
不
足
し
て
い
る
。
こ

の
買
収
が
完
了
す
る
の
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

か
、
完
了
し
た
と
き
に
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か

ら
整
備
さ
れ
て
い
く
の
か
。
自
然
公
園
の
特
徴

を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

建
設
部
長
　
今
後
の
用
地
購
入
計
画
と
完
成
時

期
は
、
引
き
続
き
用
地
購
入
を
進
め
る
と
と
も

に
、
整
備
を
行
い
な
が
ら
、
現
在
の
事
業
期
間

の
平
成
28
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
具

体
的
な
内
容
は
、
農
業
体
験
施
設
や
テ
ン
ト
で

宿
泊
で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
、
子
ど
も
た
ち
が
わ

く
わ
く
で
き
る
よ
う
な
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
を

整
備
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、自
然
環
境
保
全
型

公
園
と
し
て
、
訪
れ
た
方
々
に
は
、
昔
な
が
ら

の
循
環
型
農
業
体
験
や
樹
林
管
理
作
業
、
野
鳥

や
虫
た
ち
の
観
察
、
手
軽
な
樹
林
の
散
策
な
ど

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

国
土
交
通
省
が
平
成
25
年
7
月
に
改
正

し
た
都
市
計
画
運
用
指
針
の
中
で
、
公
聴
会
、

説
明
会
の
開
催
等
と
い
う
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て

い
る
。
住
民
が
公
開
の
も
と
で
意
見
陳
述
を
行

う
場
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
都
市
計

画
へ
の
住
民
の
参
加
が
ま
す
ま
す
強
ま
る
中
で
、

都
市
計
画
決
定
手
続
に
お
け
る
住
民
参
加
の
機

会
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
説
明

と
は
別
に
公
聴
会
を
開
催
す
る
べ
き
で
あ
る
と

言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
街
づ
く
り
条
例
に
基
づ

く
原
案
説
明
会
は
、
説
明
会
だ
け
で
は
な
く
、

参
加
い
た
だ
い
た
市
民
の
方
は
、
意
見
、
質
問

等
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
翌

日
か
ら
2
週
間
縦
覧
を
行
う
の
で
、
そ
の
中
で

市
民
か
ら
幅
広
く
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
縦
覧
期
間
中
、
縦
覧
に
お
い
て
閲
覧
に

供
し
て
い
る
図
書
を
掲
載
し
て
、
市
民
の
方
に

幅
広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合

が
つ
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
事
業
の
内
容
に
つ
い

て
、
公
表
可
能
な
時
期
に
公
表
可
能
な
範
囲
で

掲
載
す
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
み
た
い
。

議
員　

工
業
立
地
に
関
し
て
企
業
に
P
R
す
る

た
め
の
宣
伝
素
材
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
中
で
、
所
沢
市
独
自
の
6
つ
の
支
援
制
度

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
6
つ
目
に
産
業
用

地
情
報
収
集
・
紹
介
業
務
と
書
い
て
あ
り
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
平
成
26
年
度
中
に
事

業
開
始
予
定
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長
　
産
業
用
地
情
報
収
集
・
紹
介

業
務
は
、
現
在
、
宅
建
業
協
会
所
沢
支
部
と
詳

細
に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
概
要
は
、
市
へ
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

場
合
、
希
望
す
る
物
件
等
を
宅
建
業
協
会
に
伝

え
る
と
、
そ
れ
に
合
致
す
る
物
件
を
取
り
扱
う

会
員
を
教
え
て
も
ら
い
、
そ
の
連
絡
先
な
ど
を

市
か
ら
紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
用
地

の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
が
産
業
用
地
取
り

扱
い
の
窓
口
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
周
知
す
る

効
果
も
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
立
地
に

係
る
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
に
は
必
要

な
も
の
と
考
え
て
い
る

旧
市
役
所
跡
地
の
利
用

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

浜
野　
好
明

所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
整
備

　
市
民
の
期
待
す
る
公
園
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会　

松
本　
明
信

所
沢
駅
西
口
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
　
公
聴
会
の
開
催
は

日
本
共
産
党　

荒
川　

広

工
業
活
性
化
施
策
の
推
進

至
誠
ク
ラ
ブ　

荻
野　
泰
男

6月定例会の会議録は
8月下旬掲載予定です

本会議の会議録は、
市議会のホームページで
ご覧になれます。

所沢市議会トップページの
「会議録検索」をクリック
してご覧ください。
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▲市役所旧庁舎ホール

▲中富南コミュニティセンター

　

平
成
26
年
3
月
定
例
会
に
つ
い
て
の
議
会
報

告
会
を
、
5
月
14
日
に
市
役
所
旧
庁
舎
ホ
ー
ル

で
、5
月
17
日
に
中
富
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。
2
日
間
で
、

65
人
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

校
舎
内
装
木
質
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

委
員
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ

れ
た
の
か
。

　

木
質
化
が
、
本
当
に
学
校
教
育
の
施

設
の
あ
り
方
と
し
て
い
い
も
の
な
の
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
吟
味
し
た
。
効
果
は
、

数
字
で
表
れ
る
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
精
神

的
な
も
の
、
心
理
的
な
も
の
な
ど
も
こ
れ
か
ら

は
大
切
な
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
み
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条

例
が
委
員
会
で
提
出
さ
れ
た
が
、
歯
周

病
な
ど
も
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
で
無
料
検
診
や

指
導
が
で
き
る
と
い
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

今
回
制
定
さ
れ
た
条
例
に
基
づ
い
て
、

今
後
、
市
の
方
で
も
具
体
的
な
検
討
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
さ
れ
て

い
な
い
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
に
つ
い
て
は

法
改
正
に
よ
る
見
直
し
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
料
金
の
不
平
等
感
が
賛
成
の
理

由
と
い
う
の
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。
青
少
年

課
が
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
利
用
者
の

声
を
聞
か
ず
に
強
行
的
に
決
め
て
し
ま
う
所
に

任
せ
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
。
賛
成
し
た
議
員

に
対
し
、
実
の
あ
る
賛
成
理
由
を
伺
い
た
い
。

　

中
富
児
童
ク
ラ
ブ
が
学
校
か
ら
遠
く
、

安
全
面
で
の
不
安
が
あ
り
移
転
の
検
討

が
さ
れ
て
い
た
が
、
費
用
面
等
を
鑑
み
て
学
校

の
教
室
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
児

童
ク
ラ
ブ
は
市
長
部
局
、
ほ
う
か
ご
と
こ
ろ
は

教
育
委
員
会
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
直
営
で
運
営
し
て
様
子
を
見
る
も
の

だ
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
た
だ
話
の
進
め

方
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
丁
寧
に
進
め
た
方

が
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
こ
と

は
印
象
的
な
こ
と
で
あ
る
。
常
任
委
員

会
で
の
否
決
、
修
正
案
が
出
さ
れ
そ
れ
も
否
決

さ
れ
、
夜
中
の
本
会
議
ま
で
傍
聴
し
た
が
、
こ

れ
を
ど
の
よ
う
に
市
議
会
と
し
て
評
価
し
て
い

る
の
か
。
　

今
後
、
議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中

の
審
査
で
、
予
算
特
別
委
員
会
の
検
証

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
修
正
案
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
会
が
活
性
化
し
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

　

包
括
外
部
監
査
の
休
止
の
理
由
が
わ

か
ら
な
い
。
包
括
外
部
監
査
の
報
告
書

を
見
た
が
と
て
も
い
い
内
容
だ
っ
た
。
こ
れ
を

な
ぜ
止
め
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ

た
の
か
。
　

総
務
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
中
で
は
、

ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
議
論
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
市

と
し
て
は
一
定
の
役
割
は
終
え
た
、
ま
た
、
個

別
監
査
や
外
部
評
価
な
ど
外
部
監
査
に
替
わ
る

も
の
も
あ
る
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
今
回
休

止
し
て
ま
た
復
活
す
る
の
か
と
い
う
議
論
も
あ

っ
た
が
そ
の
場
合
は
条
例
の
改
正
が
必
要
に
な

っ
て
し
ま
う
。
ま
た
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら

2
千
万
円
以
上
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
。

・
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
委
員
会
の
視
察

報
告
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民
が
理
解
で
き
る

よ
う
な
記
録
の
残
し
方
を
す
る
と
と
も
に
、
視

察
結
果
を
市
政
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

・
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

有
効
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
広
報
の
方
法
を
改

善
し
て
ほ
し
い
。

・
と
こ
ろ
バ
ス
に
つ
い
て
、
全
て
の
老
人
福
祉

施
設
を
通
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
特

に
高
齢
者
の
方
に
つ
い
て
、
路
線
バ
ス
会
社
に

対
し
て
、
と
こ
ろ
バ
ス
と
同
額
で
行
け
る
よ
う

要
望
し
て
欲
し
い
。

・
今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
を
見
て
も
、
市
議
会

が
夜
中
ま
で
行
わ
れ
た
と
い
う
記
載
も
な
い
の

で
、
そ
の
辺
を
う
ま
く
書
く
こ
と
で
、
も
っ
と

見
て
も
ら
え
る
、
面
白
い
市
議
会
だ
よ
り
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　※

質
疑
・
意
見
に
つ
い
て
は
一
部
の
要
旨
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
全
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
次
回
の
議
会
報
告
会
は
11
月
に
開
催
し
ま
す
。

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
すの

議
会
報
告
会

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
すの
議会をより身近なものに
感じていただけるよう、
議会情報を議員が直接、
市民の皆さんに報告する
とともに、頂いたご意見
を市政に反映させるため
開催しています。

お
も
な
質
疑

お
も
な
意
見

問問 答答

問答

問答問答

お
も
な
質
疑

お
も
な
意
見
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第171号

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

34

35

36

自由民主党・無所属の会
おおだち　　たかゆき

大舘　隆行 ②
無 所 属

小手指元町3-26-16
04（2949）7160

至誠クラブ
おぎ の　　やす お

荻野　泰男 ②
無 所 属

糀谷1746-1
04（2949）6735

至誠クラブ
すぎ た　　ただひこ

杉田　忠彦 ②
無 所 属

坂之下245-1
04（2944）3537

自由民主党・無所属の会
おか だ　　しず か

岡田　静佳 ③
無 所 属

小手指町1-30-20
04（2921）7533

自由民主党・無所属の会
いし い　　ひろし

石井　弘 ②
自由民主党

狭山ケ丘1-3003-109
04（2948）8586

自由民主党・無所属の会
はま の　　よしあき

浜野　好明 ④
自由民主党

北岩岡40-7
04（2942）4917

公明党
かめやま　　きょうこ

亀山　恭子 ①
公 明 党

東所沢3-33-12
04（2008）1907

公明党
ふくはら　　ひろあき

福原　浩昭 ②
公 明 党

東狭山ケ丘6-2800-5
04（2922）6973

公明党
むらかみ　　ひろし

村上　浩 ③
公 明 党

上新井1-28-11
04（2928）5264

至誠クラブ
くわはた　　けん や

桑畠　健也 ③
無 所 属

緑町1-6 15-107
04（2921）8248

至誠クラブ
なかむら　　とおる

中村　太 ③
無 所 属

東所沢和田1-18-2
04（2945）6313

至誠クラブ
あき た　　たかし

秋田　孝 ④
無 所 属

旭町12-15
04（2993）4622

自由民主党・無所属の会
お さか べ せい え

越阪部征衛 ④
自由民主党

大字牛沼313-6
04（2995）1777

自由民主党・無所属の会
やす だ　　よしひろ 

安田　義広 ③
無 所 属

上安松521-1
04（2995）4446

自由民主党・無所属の会
なか　　たけ し

中　毅志 ③
無 所 属

三ケ島5-1262-1
04（2938）5251

議会の構成／委員会 ◎＝委員長　○＝副委員長

建設水道常任委員会
常　任　委　員　会

道路、都市計画、市営住宅、再開発、区
画整理、公園、上下水道等に関すること
を審査します。

議会運営委員会

議会の運営に関する事項、議会の会議規
則、委員会に関する条例等、議長の諮問
に関する事項を調査します。

◎吉村　健一　　　○松本　明信
　荒川　　広　　　　島田　一隆
　城下　師子　　　　谷口　雅典
　青木　利幸　　　　石本　亮三
　西沢　一郎　　　　安田　義広
　桑畠　健也　　　　中村　　太

◎福原　浩昭　　○松崎　智也
　荒川　　広　　　石本　亮三
　植竹　成年　　　松本　明信
　杉田　忠彦　　　桑畠　健也

議会の広聴広報及び議会図書室の運営に
ついて協議又は調整を行います。

広聴広報委員会

◎末吉美帆子　　　○杉田　忠彦
　脇　　晴代　　　　矢作いづみ
　入沢　　豊　　　　青木　利幸
　石本　亮三　　　　西沢　一郎
　荻野　泰男　　　　福原　浩昭
　浅野美恵子（議長）　中　　毅志（副議長）

永
年
勤
続
議
員
が

　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　永年にわたり市政振興に尽力した議員に対し、全国市議会議長会、埼玉県市議会議長会より
表彰があり、６月定例会議場で表彰状の伝達がありました。

（15年在職）　　　　　　　（10年在職）
　城下　　師子　議員　　　　矢作　いづみ　議員　　　
　越阪部　征衛　議員　　　　赤川　　洋二　議員
　浜野　　好明　議員　　　　浅野　美恵子　議員
　久保田　茂男　議員　　　　桑畠　　健也　議員
　秋田　　孝　　議員

●表彰された議員

永
年
勤
続
議
員
が

　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た

議員の紹介 ●任期は平成27年4月30日までです

※欠員 1人
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3

議
席
番
号

4

5

6

10

11

12

13

14

15

16

7

8

9

1

2

17

18

19

20

日本共産党
ひら い　　あけ み

平井　明美 ⑦
日本共産党

西狭山ケ丘1-3118-17
04（2948）6077

みんなの党　所沢
たにぐち　　まさのり

谷口　雅典 ①
みんなの党

若狭1-2961-1-213
04（2941）5111

みんなの党　所沢
まつざき　　とも や

松崎　智也 ①
みんなの党

北秋津511-21
04（2008）1410

自由民主党・無所属の会
あお き　　としゆき

青木　利幸 ①
無 所 属

北岩岡554-1
04（2942）1019

日本共産党
しろした　　のり こ

城下　師子 ④
日本共産党

中富南4-28-2-208
04（2942）9456

日本共産党
こばやし　　すみ こ

小林　澄子 ③
日本共産党

泉町1819-3
04（2928）2798

自由民主党・無所属の会
いりさわ　　ゆたか

入沢　豊 ①
無 所 属

山口5026-3-44-3-401
04（2968）3952

自由民主党・無所属の会
こんどう　　てつ お

近藤　哲男 ①
無 所 属

北所沢町2242-18
04（2942）8817

民主ネットリベラルの会
いしもと　　りょうぞう

石本　亮三 ②
民 主 党

下富1209-16
04（2942）9688

民主ネットリベラルの会
すえよし み ほ こ

末吉美帆子 ②
市民ネットワーク
小手指町3-20 Q-211
04（2949）4317

民主ネットリベラルの会
あかがわ　　よう じ

赤川　洋二 ③
民 主 党

若狭3-2383-25
04（2947）3966

共生
わき　　はる よ

脇　晴代 ④
無 所 属

三ケ島1-119-5
04（2948）7387

会　派
氏　名・当選回数
党　派
住　所
電　話

日本共産党
や さく

矢作いづみ ③
日本共産党

中富南2-14-12
04（2943）3633

日本共産党
あらかわ　　ひろし

荒川　広 ⑧
日本共産党

下安松496-16
04（2944）6208

民主ネットリベラルの会
しま だ　　かずたか

島田　一隆 ①
民 主 党

星の宮1-8-11-105
04（2930）4502

●項目の見方

至誠クラブ
あさ の　み　え　こ 

浅野美恵子 ③
無 所 属

北秋津876-3 H-204
04（2995）1463

公明党
よしむら　　けんいち 

吉村　健一 ②
公 明 党

上安松1024-62
04（2993）0028

公明党
にしざわ　　いちろう

西沢　一郎 ②
公 明 党

三ケ島5-2058-10
04（2947）6991

自由民主党・無所属の会
まつもと　　あきのぶ

松本　明信 ①
無 所 属

東所沢5-15-2-703
04（2945）2675

公明党
うえたけ　　なりとし

植竹　成年 ①
公 明 党

けやき台2-6-1-203
04（2925）6736

議員の紹介 ●任期は平成27年4月30日までです

議会の構成／委員会 ◎＝委員長　○＝副委員長

総務常任委員会 教育福祉常任委員会 市民環境常任委員会
常　任　委　員　会

市政全般の企画や調整、財務、市税、契
約、防災等に関することを審査します。

小・中学校の教育、公民館、図書館、福
祉、保健、医療等に関することを審査し
ます。

◎石井　　弘　　○亀山　恭子
　矢作いづみ　　　城下　師子
　末吉美帆子　　　西沢　一郎
　中　　毅志　　　浜野　好明
　中村　　太

環境対策、ごみ対策、リサイクル、商業、
農業、観光、交通、国保年金等に関する
ことを審査します。

◎荻野　泰男　　○島田　一隆
　脇　　晴代　　　平井　明美
　青木　利幸　　　近藤　哲男
　吉村　健一　　　安田　義広
　秋田　　孝

◎大　　隆行　　○小林　澄子
　赤川　洋二　　　入沢　　豊
　谷口　雅典　　　浅野美恵子
　越阪部征衛　　　村上　　浩
　岡田　静佳
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平
成
26
年
6
月
に
発
表
さ
れ
た
日
本
経

済
新
聞
社
の
「
議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
所
沢
市
議
会
は
、
全
国

8
1
3
市
区
議
会
中
、
第
8
位
の
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
そ
の
「
議
会
改
革
の
先
進

地
」
と
し
て
、
36
自
治
体
の
視
察
受
入
れ

を
し
、
3
7
5
人
の
方
が
所
沢
市
を
訪
れ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
「
議
会
改
革
」
を
さ
ら

に
進
め
る
と
と
も
に
、「
市
議
会
だ
よ
り
」

に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す
い
紙

面
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
杉
）

委
員
長
　
末
吉
　
美
帆
子

副
委
員
長
　
杉
田
　
忠
彦

委
　
　
員
　
脇
　
晴
代

　
　
　
　
　
矢
作
　
い
づ
み

　
　
　
　
　
入
沢
　
豊

　
　
　
　
　
青
木
　
利
幸

　
　
　
　
　
石
本
　
亮
三

　
　
　
　
　
西
沢
　
一
郎

　
　
　
　
　
荻
野
　
泰
男

　
　
　
　
　
福
原
　
浩
昭

　
　
　
　
　
浅
野
　
美
恵
子
（
議
長
）

　
　
　
　
　
中
　
毅
志
（
副
議
長
）

連
絡
先
　
議
会
事
務
局
調
査
担
当

　
　
　
　
　（
TEL 

2
9
9
8

－

9
2
5
6
）

　
　
　
　
　（
FAX 

2
9
9
8

－

9
2
2
2
）

次の定例会は
　9月3日からの
　　　予定です。

　手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや
顔の表情を使う独自の語彙や文法体系を持つ言語である。手
話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同様
に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切
に守られてきた。
　しかしながら、ろう学校では、手話は禁止され、社会では
手話を使うことで差別されてきた長い歴史があった。
　今年1月20日、国連に障害者権利条約の批准書を提出し、
日本もようやく140番目の締約国となった。障害者権利条約
には、「手話は言語」であることが明記されている。
　日本政府は、障害者権利条約の批准に向けて国内法の整備
を進め、2011（平成23）年8月に成立した「改正障害者基本法」
では「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）そ
の他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保さ
れる」と定めた。
　また、同法第22条では国・地方公共団体に対して情報保障
施策を義務付けており、手話が音声言語と対等な言語である
ことを広く国民に広め、聞こえない子ども・大人ともに手話
を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を
言語として普及、研究することのできる環境整備に向けた法
整備を国として実現することが必要であると考える。
　よって、所沢市議会は、政府と国会が下記事項を講ずるよ
う強く求めるものである。

記
　手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広
め、聞こえない子ども・大人ともに手話を身につけ、手話で
学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研
究することのできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮
称）」を制定すること。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　
　　　　総務大臣　厚生労働大臣

手話言語法制定を求める意見書

意見書
　市議会では、意見書を行政機関等に提出することで、解決を
求め、議会としての意思を表明します。

閉
会
中
の
議
会
活
動

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

・
特
定
事
件
「
子
ど
も
支
援
に
つ
い
て
」

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会

・
㈱
ベ
ル
ビ
ア
（
所
沢
市
北
原
町
）
の

視
察
を
し
ま
し
た
。

※
委
員
会
の
会
議
録
お
よ
び
視
察
概
要
は
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
委
員
会
情
報
」

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

 4 月14日 議会運営委員会
 15日 代表者会議
  広聴広報委員会
 23日 代表者会議／議会運営委員会
4 月30日 第 1回臨時会
 5 月14日 議会報告会
 16日 議会運営委員会
 17日 議会報告会
 19日 教育福祉常任委員会
  市民環境常任委員会視察
 19日 代表者会議
 30日 代表者会議／議会運営委員会
 6月 3 日 代表者会議
6 月 6 日～6 月27日　第 2回定例会

と
こ
ろ
ざ
わ
　
市
議
会
だ
よ
り
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傍聴をお待ちしています。
本会議インターネット中継もご利用下さい。

次の定例会は
　9月3日からの
　　　予定です。


